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要
約二
〇
〇
七
年
、
湖
南
大
学
嶽
麓
書
院
は
、
梱
包
さ
れ
た
大
量
の
簡
牘
を
香
港
古
玩
市
場
で
購
入
し
た
。
そ
の
数
量
は
、
の
ち
某
収
蔵
家
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
も
の
を
含
め
て
全
体
で
二
一
七
六
個
の
編
号
に
な
る
。
そ
れ
ら
の
研
究
成
果
と
し
て
『
嶽
麓
書
院
蔵
秦
簡
』
が
現
在
ま
で
に
総
計
五
冊
出
版
さ
れ
て
い
る
。
内
容
は

質
日

為
吏
治
官
及
黔
首

占
夢
書

数

為
獄
等
状
四
種

秦
律
雑
抄

秦
令
雑
抄
の
七
種
で
あ
る
。
本
論
考
で
は
、
嶽
麓
書
院
蔵
秦
簡
の
書
風
を
内
容
ご
と
に
整
理
し
、
そ
の
特
徴
を
探
っ
た
。
方
折
体
を
中
心
と
し
な
が
ら
も
、
長
脚
に
作
る
も
の
や
横
画
を
湾
曲
さ
せ
る
も
の
、
払
い
出
し
を
紡
錘
形
に
作
る
も
の
、
横
画
に
波
勢
を
持
た
せ
る
も
の
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
豊
か
で
あ
る
。
一
つ
の
墓
葬
か
ら
出
土
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
書
写
年
代
の
違
い
の
み
な
ら
ず
、
複
数
の
書
き
手
の
個
性
や
書
写
習
慣
の
違
い
が
そ
こ
に
反
映
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
と
り
わ
け
﹇
占
夢
書
﹈
の
使
用
文
字
は
一
般
的
な
秦
系
文
字
と
は
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
本
論
考
は
、
現
地
を
訪
れ
て
実
見
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
嶽
麓
書
院
蔵
秦
簡
に
お
け
る
書
風
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
豊
か
さ
と
特
異
性
を
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。
は
じ
め
に
二
〇
〇
七
年
十
二
月
、
湖
南
大
学
嶽
麓
書
院
は
、
梱
包
さ
れ
た
大
量
の
簡
牘
を
香
港
古
玩
市
場
で
購
入
し
た
。
そ
の
数
量
は
、
編
号
で
二
一
〇
〇
個
、
完
全
な
も
の
は
一
三
〇
〇
枚
余
り
に
の
ぼ
っ
た
。
そ
の
翌
年
八
月
、
香
港
の
あ
る
収
蔵
家
よ
り
編
号
七
六
個
（
完
全
な
も
の
は
三
〇
枚
）
の
竹
簡
を
寄
贈
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
計
二
一
七
六
の
編
号
の
簡
牘
が
揃
っ
た
（
註
１
）
。
こ
れ
ら
を
洗
浄
し
て
整
理
す
る
と
と
も
に
、
全
国
か
ら
簡
牘
研
究
者
を
集
め
て
そ
跡
見
学
園
女
子
大
学
文
学
部
紀
要
第
五
五
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
十
五
日
）
嶽
麓
書
院
蔵
秦
簡
の
形
式
と
そ
の
書
風
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の
真
偽
を
検
討
し
、
併
せ
て
材
質
検
査
を
実
施
し
、
秦
代
の
簡
牘
で
あ
る
と
判
定
し
た
（
註
２
）
。『
文
物
』二
〇
〇
九
―
三
に
第
一
報
が
伝
え
ら
れ
、
そ
の
後
の
研
究
を
経
て
、
二
〇
一
〇
年
十
二
月
、
上
海
辞
書
出
版
社
よ
り
『
嶽
麓
書
院
蔵
秦
簡
』（
壱
）
が
上
梓
さ
れ
た
。
以
来
、
二
〇
一
七
年
ま
で
に
五
巻
が
出
版
さ
れ
、
そ
の
間
『
嶽
麓
書
院
蔵
秦
簡
壱
―
参
文
字
編
』（
二
〇
一
七
年
）
も
上
梓
さ
れ
る
な
ど
、
そ
の
成
果
刊
行
物
が
陸
続
と
世
に
送
り
出
さ
れ
て
い
る
（
註
３
）
。
『
嶽
麓
書
院
蔵
秦
簡
』（
壱
）
〜
（
伍
）
の
内
容
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
第
一
巻：
「
質
日
」「
為
吏
治
官
及
黔
首
」「
占
夢
書
」
第
二
巻：
「
数
」
第
三
巻：
「
為
獄
等
状
四
種
」
第
四
巻：
秦
の
法
律
条
文
第
五
巻：
秦
の
律
令
（
弐
）
こ
れ
ら
の
文
字
の
書
き
ぶ
り
を
つ
ぶ
さ
に
観
察
す
る
と
、
そ
の
内
容
に
よ
っ
て
顕
著
な
相
違
が
感
じ
ら
れ
る
。
こ
れ
ま
で
出
土
し
て
い
る
秦
簡
は
複
数
あ
る
が
、
例
え
ば
、
睡
虎
地
秦
簡
や
里
耶
秦
簡
の
方
折
体
の
書
き
ぶ
り
と
比
較
す
る
と
、
共
通
す
る
書
き
ぶ
り
も
あ
れ
ば
、
ま
っ
た
く
違
っ
た
書
き
ぶ
り
も
散
見
さ
れ
る
（
註
４
）
。
本
論
考
で
は
そ
の
字
体
や
書
き
ぶ
り
に
注
目
し
、
考
古
学
的
発
掘
を
経
た
簡
牘
と
比
較
し
、
当
時
の
書
風
の
多
様
性
に
つ
い
て
初
歩
的
な
考
察
を
す
る
。
な
お
、
資
料
整
理
の
都
合
上
、『
嶽
麓
書
院
蔵
秦
簡
』（
壱
）
〜
（
肆
）
な
ら
び
に
『
文
字
篇
』
を
も
と
に
そ
の
内
容
を
検
討
し
、第
五
巻
に
関
し
て
は
次
の
機
会
に
譲
る
こ
と
と
す
る
。
一.
簡
牘
の
形
式
と
そ
の
内
容
当
該
簡
の
大
部
分
は
竹
簡
で
、ほ
か
に
編
号
で
三
〇
個
の
木
簡
が
含
ま
れ
て
い
た
。
比
較
的
完
整
な
も
の
は
、
長
さ

約
三
〇
セ
ン
チ

約
二
七
セ
ン
チ

約
二
五
セ
ン
チ
の
三
種
が
あ
る
。簡
の
幅
は
五
〜
八
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
、編
縄
の
位
置
は

上
・
中
・
下
の
三
箇
所

上
下
の
二
箇
所
の
二
種
類
で
あ
る
。
簡
上
に
は
編
縄
痕
が
残
さ
れ
て
お
り
、
肉
眼
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
編
縄
の
方
法
に
つ
い
て
は
や
は
り
二
種
あ
る
。
一
つ
は
先
に
抄
写
し
て
編
縄
し
た
も
の
で
、
こ
れ
は
文
字
の
上
を
覆
う
よ
う
に
し
て
編
縄
痕
が
あ
る
こ
と
か
ら
抄
写
後
に
編
縄
し
た
と
推
察
で
き
る
。
も
う
一
つ
は
先
に
編
縄
し
て
か
ら
書
い
た
も
の
で
、
ど
の
簡
も
編
縄
の
位
置
に
は
ま
っ
た
く
文
字
は
書
か
れ
て
い
な
い
（
註
５
）
。
一
般
に
竹
簡
の
竹
黄
面
を
用
い
て
書
写
さ
れ
る
が
、
当
該
簡
の
い
く
つ
か
の
背
面
に
は
「
□
七
年
質
日
」「
丗
四
年
質
日
」
…
…
な
ど
の
文
字
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
は
編
名
に
あ
た
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
た
め
、
こ
れ
を
も
と
に
お
お
む
ね
七
種
に
分
類
し
て
い
る
（
表
１
参
照
）。

質
日
（
註
６
）

為
吏
治
官
及
黔
首

占
夢
書

数

為
獄
等
状
四
種

秦
律
雑
抄

秦
令
雑
抄



は
簡
の
背
面
上
に
標
題
が
記
さ
れ
て
い
た
た
め
編
名
を
確
定
で
き
た
が
、
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表１
嶽麓書院蔵秦簡の形式とその書風
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



の
背
面
に
は
何
も
記
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
整
理
者
が
暫
定
的
に
編
題
を
付
し
た
も
の
で
あ
る
。
﹇
１
﹈
質
日
表
面
は
六
段
に
分
欄
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
形
式
は
湖
北
省
荊
州
出
土
の
周
家
台
秦
簡
の
﹇
歴
日
﹈
に
よ
く
似
て
い
る
（
註
７
）
。
編
号
一
六
〇
余
り
の
簡
。
い
く
ら
か
は
残
損
し
た
部
分
を
有
す
る
が
、
大
部
分
は
完
整
な
簡
で
あ
る
。
た
だ
し
、
残
簡
と
は
い
え
干
支
を
記
し
た
文
字
部
分
は
は
っ
き
り
と
認
識
で
き
る
た
め
、
排
列
に
関
し
て
は
妨
げ
に
な
ら
な
い
。
簡
の
形
制
上
、
大
き
く
二
種
に
分
類
で
き
る
。

秦
始
皇
二
七
年
と
三
四
年
の
記
事
。
長
さ
約
二
七
セ
ン
チ
、
幅
約
〇
・
六
セ
ン
チ
。

秦
始
皇
三
五
年
の
記
事
。
長
さ
約
三
〇
セ
ン
チ
、
幅
〇
・
五
セ
ン
チ
。
﹇
２
﹈
為
吏
治
官
及
黔
首
整
理
者
は
は
じ
め
﹇
官
箴
﹈
と
命
名
し
た
が
、
の
ち
背
面
に
書
か
れ
た
標
題
の
発
見
に
よ
っ
て
﹇
為
吏
治
官
及
黔
首
﹈
と
改
め
た
。
な
お
、
黔
首
と
は
人
民
の
こ
と
で
あ
る
。
形
式
か
ら
み
る
と
、
三
段
も
し
く
は
四
段
に
分
欄
さ
れ
て
抄
写
さ
れ
て
い
る
。
八
〇
枚
余
り
の
簡
。
長
さ
は
約
三
〇
セ
ン
チ
、
幅
は
報
告
な
し
。
三
箇
所
に
編
縄
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
痕
跡
は
多
く
文
字
上
に
覆
い
被
さ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
抄
写
後
に
編
縄
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
内
容
は
睡
虎
地
秦
簡
﹇
為
吏
之
道
﹈
に
類
似
し
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
過
不
足
を
相
互
に
補
綴
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
秦
代
に
お
け
る
官
吏
心
得
に
関
す
る
研
究
に
資
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
と
は
別
に
分
欄
の
形
式
を
用
い
ず
に
簡
全
体
に
文
字
を
記
し
て
い
る
三
枚
の
簡
が
あ
る
。
総
字
数
は
一
〇
九
字
に
な
る
こ
の
簡
は
、「
審
用
律
令
」「
此
治
官
、
黔
首
及
身
之
要
也
」
な
ど
の
官
吏
に
関
連
す
る
語
句
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
て
、
お
そ
ら
く
官
吏
学
の
主
旨
を
概
術
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
﹇
３
﹈
占
夢
書
占
夢
と
は
夢
の
吉
凶
を
判
断
す
る
こ
と
で
あ
る
（
註
８
）
。「
昼
夢
…
」「
夢
亡
…
」「
夢
見
…
」
な
ど
「
夢
」
に
関
す
る
も
の
が
散
見
さ
れ
る
。
四
八
枚
の
簡
。
長
さ
約
三
〇
セ
ン
チ
、
幅
は
報
告
な
し
。
三
箇
所
に
編
縄
痕
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
簡
は
二
種
類
の
形
式
に
分
け
ら
れ
る
。

段
を
分
け
ず
に
抄
写
し
た
も
の
。
内
容
は
陰
陽
五
行
学
説
を
用
い
て
進
め
る
夢
判
断
の
理
論
を
解
き
明
か
し
た
も
の
で
、
六
枚
残
さ
れ
て
い
た
。

二
段
に
分
け
て
抄
写
し
た
も
の
。
主
と
し
て
夢
象
と
占
語
を
記
載
し
て
い
る
。
そ
の
形
式
と
内
容
に
つ
い
て
睡
虎
地
秦
簡
の﹇
日
書
・
夢
﹈と
比
較
し
て
み
る
と
、
多
少
の
相
違
が
見
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
「
日
書
」
と
は
吉
凶
禍
福
を
占
っ
た
記
録
で
あ
る
。
﹇
４
﹈
数
編
号
二
三
六
個
の
簡
。
こ
れ
以
外
に
一
八
個
の
残
片
が
あ
る
。
完
全
な
簡
の
長
さ
は
約
二
七
・
五
セ
ン
チ
、
幅
は
約
〇
・
五
〜
〇
・
六
セ
ン
チ
。
簡
上
に
は
上
・
中
・
下
の
三
箇
所
に
編
縄
痕
が
見
ら
れ
る
。
数
	
と
は
、
数
式
に
従
っ
て
計
算
し
、
答
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え
を
出
す
、
い
わ
ゆ
る
運
算
問
題
の
こ
と
で
あ
る
。
整
理
後
、﹇
数
﹈
簡
は
算
題
八
一
例
、
単
独
術
文
一
九
例
、
穀
物
の
兌
換
比
率
を
記
載
し
た
簡
が
三
四
枚
、
衡
制
を
記
載
し
た
も
の
が
三
枚
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
細
か
く
分
類
し
て
み
る
と
、
租
税
類
算
題
営
軍
の
術
合
分
と
乗
分
衡
制
穀
物
換
算
類
算
題
少
広
類
算
題
体
積
数
算
題
贏
不
足
類
算
題
句
股
算
題
そ
の
他
残
片
以
上
の
一
〇
種
に
分
け
ら
れ
る
。

数

の
形
成
時
期
は
、﹇
質
日
﹈
に
秦
始
皇
三
五
年
（
前
二
一
二
）
の
記
録
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
前
二
一
二
以
前
に
成
立
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
数

の
算
題
は
﹇
九
章
算
術
﹈
の
「
方
田
」「
粟
米
」「
衰
分
」「
少
広
」「
商
功
」「
均
輸
」
「
盈
不
足
」「
句
股
」
の
八
章
に
及
ぶ
内
容
で
、
特
有
の
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
一
方
、
張
家
山
漢
簡
﹇
算
数
書
﹈
や
﹇
九
章
算
術
﹈
に
も
見
え
る
も
の
も
あ
る
（
註
９
）
。

数

の
内
容
を
根
拠
に
判
断
す
れ
ば
、
そ
の
一
部
に
は
典
型
的
な
実
用
算
法
式
を
経
な
い
数
学
的
文
献
の
抄
本
が
含
ま
れ
る
が
、
そ
れ
以
外
は
秦
代
の
実
用
算
法
式
で
あ
り
、
中
国
早
期
の
数
学
を
理
解
す
る
の
に
役
立
つ
だ
け
で
な
く
、
数
学
に
関
す
る
大
量
の
情
報
提
供
で
あ
り
、
か
つ
他
の
文
献
の
不
足
す
る
部
分
を
補
う
も
の
で
あ
る
。
中
国
早
期
、
と
り
わ
け
秦
代
社
会
に
お
け
る
政
治
・
経
済
・
法
律
・
軍
事
な
ど
の
研
究
に
対
し
て
、
重
要
な
資
料
と
い
え
る
。
﹇
５
﹈
為
獄
等
状
四
種
秦
王
政
時
代
の
司
法
文
書
を
主
要
な
内
容
と
す
る
。
整
理
者
に
よ
れ
ば
、
も
と
編
名
は
﹇
為
獄
状
﹈
と
し
た
が
、
材
質
や
書
写
の
体
裁
か
ら
み
て
四
類
に
分
け
ら
れ
る
た
め
、「
為
獄
等
状
四
種
」
と
改
名
し
、
そ
の
他
数
枚
の
残
簡
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
ら
を
第
五
類
と
し
た
と
い
う
（
註
１０
）
。
よ
っ
て
収
録
簡
は
合
計
二
五
二
枚
に
な
る
。
第
一
類
は
一
三
六
枚
。
長
さ
は
二
七
・
四
〜
二
七
・
五
セ
ン
チ
、
幅
は
〇
・
六
〜
〇
・
七
セ
ン
チ
。
上
・
中
・
下
の
三
箇
所
に
編
縄
痕
が
あ
る
。
上
下
二
箇
所
に
つ
い
て
言
え
ば
、
上
端
は
約
一
セ
ン
チ
、
下
端
は
約
一
・
六
セ
ン
チ
の
と
こ
ろ
を
編
縄
し
て
い
る
。
中
間
の
編
縄
痕
上
に
文
字
が
書
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
第
一
類
は
先
に
写
し
て
後
に
編
縄
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ち
な
み
に
簡
牘
に
記
さ
れ
た
標
点
に
は
「
・
」「
レ
」
の
二
種
類
が
あ
る
。
ど
の
案
件
の
前
後
に
も
「
敢
之
」
と
あ
り
、
主
文
に
「
疑
某
人
罪
」「
疑
某
人
購
」
な
ど
の
語
が
見
え
、
下
級
機
関
が
上
級
機
関
に
対
し
て
法
律
の
適
用
に
関
す
る
指
示
を
請
う
内
容
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
そ
う
し
ょ
﹇
張
家
山
前
漢
簡
﹈
の
前
十
三
個
の
案
件
に
類
似
し
て
お
り
、
狭
義
の
奏
げ
ん
書
に
属
す
。第
二
類
は
七
三
枚
。
保
存
状
態
は
良
好
で
は
な
く
、
残
簡
や
欠
簡
が
多
い
。
長
さ
は
二
五
セ
ン
チ
、
幅
は
〇
・
五
〜
〇
・
六
セ
ン
チ
。
上
・
中
・
下
の
三
箇
所
に
編
縄
痕
が
あ
る
。
内
容
は
以
下
の
二
種
類
に
分
け
ら
れ
る
。

県
級
の
長
官
が
獄
史
あ
る
い
は
令
史
の
た
め
に
「
敢
言
」
形
式
で
書
い
た
推
薦
文
書
。

郡
府
が
「
謂
」
形
式
で
命
令
す
る
尋
問
案
件
。
こ
れ
ら
の
二
種
類
の
案
件
も
﹇
張
家
山
前
漢
簡
﹈
の
案
件
と
類
似
し
て
い
る
。
な
お
、
第
二
類
の
案
件
の
う
ち
確
実
な
も
の
は
、
も
っ
と
も
遅
い
も
の
で
秦
始
皇
二
十
六
年
（
前
二
二
一
）（
九
月
）
で
あ
る
が
、
こ
れ
と
は
別
に
秦
始
皇
二
十
八
年
の
干
支
と
「
元
年
四
月
」「
五
年
」
と
思
し
き
記
載
も
見
え
る
。
な
お
、『
説
文
解
字
』
に
、
秦
代
、「
」
の
字
形
が
「
皇
」
に
似
て
い
る
た
め
、「
罪
」
に
改
め
た
と
あ
る
が
、
当
該
簡
は
「
」
字
を
使
用
し
て
い
る
。
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第
三
類
は
木
簡
で
二
七
枚
。
長
さ
は
二
二
・
九
セ
ン
チ
前
後
、
幅
は
〇
・
八
セ
ン
チ
前
後
。
上
下
の
二
箇
所
に
編
縄
痕
が
あ
る
。
内
容
は
、
狭
義
の
奏
書
で
あ
る
。
第
四
類
は
竹
簡
で
九
枚
。
長
さ
は
未
詳
、
幅
〇
・
六
セ
ン
チ
。
第
三
類
と
第
四
類
の
形
制
は
類
似
し
て
い
る
。
内
容
の
一
つ
に
、
戦
闘
中
に
恐
れ
を
な
し
て
遁
走
し
将
軍
や
士
卒
の
戦
没
を
ま
ね
い
た
案
件
が
あ
る
。
こ
れ
も
﹇
張
家
山
前
漢
簡
﹈
と
類
似
す
る
。
﹇
６
﹈
秦
律
令
（
秦
律
雑
抄
・
秦
令
雑
抄
）
報
告
に
よ
れ
ば
、秦
の
法
律
条
文
で
そ
の
数
量
は
一
二
〇
〇
枚
余
り
に
達
す
る
が
、
内
容
で
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
簡
の
編
縄
と
長
さ
に
よ
っ
て
形
制
分
類
を
行
っ
た
。
そ
の
後
、
簡
の
文
字
の
特
徴
と
簡
の
裏
面
に
付
け
ら
れ
た
切
り
痕
、
反
転
し
た
文
字
（
反
印
文
）
な
ど
の
情
報
を
根
拠
に
整
理
し
、
先
ず
三
九
一
枚
の
竹
簡
を
選
び
出
し
、
一
巻
と
し
、﹇
秦
律
令
（
壱
）﹈
と
命
名
し
た
。
さ
ら
に
簡
文
の
内
容
、
字
体
の
特
徴
な
ど
を
根
拠
に
総
合
的
に
考
察
し
、
三
九
一
枚
を
三
つ
の
組
に
分
類
し
た
。
第
一
組
編
号
一
〇
八
枚
で
あ
っ
た
が
、
併
合
後
一
〇
五
簡（
う
ち
空
白
簡
三
枚
。
文
字
は
残
し
、
ま
っ
た
く
読
め
な
い
簡
が
一
枚
）
と
な
っ
た
。
簡
の
長
さ
は
二
九
〜
三
〇
セ
ン
チ
、
幅
は
報
告
な
し
。
三
箇
所
に
編
縄
痕
が
見
ら
れ
る
。
ほ
と
ん
ど
の
簡
の
裏
側
に
は
刻
線
と
反
印
文
が
残
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
元
々
の
状
態
を
復
元
で
き
る
。
そ
の
中
の
№
一
九
九
一
号
簡
の
背
に
「
亡
律
」
の
編
題
が
あ
る
た
め
、
こ
の
第
一
組
簡
は
「
亡
律
」
に
関
す
る
内
容
の
巻
冊
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
こ
の
﹇
亡
律
﹈
の
発
見
に
よ
っ
て
秦
代
に
﹇
亡
律
﹈
が
存
在
す
る
か
ど
う
か
の
疑
問
は
完
全
に
打
ち
消
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
古
代
の
﹇
亡
律
﹈
を
比
較
研
究
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
嶽
麓
秦
簡
の
﹇
亡
律
﹈
類
の
簡
の
数
量
は
豊
富
で
あ
る
。
そ
の
法
律
条
文
中
に
は
刑
徒
逃
亡
や
奴
婢
・
黔
首
に
関
し
て
の
も
の
が
あ
る
だ
け
で
な
く
、
亡
人
者
（
逃
亡
す
る
人
）
を
蔵
匿
す
る
事
に
対
す
る
処
罰
条
例
や
自
首
者
に
対
す
る
減
刑
措
置
も
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
お
の
お
の
官
府
徒
隷
の
逃
亡
、
遷
都
の
逃
亡
、
奴
婢
の
逃
亡
、
居
貲
贖
債
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
方
面
の
条
文
に
関
す
る
も
の
が
み
ら
れ
る
。
第
二
組
一
七
八
枚
（
中
一
枚
空
白
簡
）。
簡
の
長
さ
二
七
・
五
セ
ン
チ
、
幅
は
報
告
な
し
。
二
カ
所
に
編
縄
痕
が
あ
る
。
編
題
な
し
。
簡
の
裏
側
に
あ
る
切
り
痕
の
数
量
は
多
く
な
い
も
の
の
、
反
印
文
は
多
く
み
ら
れ
る
。
報
告
者
に
よ
れ
ば
、
反
印
文
の
関
係
か
ら
簡
文
の
前
後
関
係
を
確
定
し
、
同
時
に
そ
の
内
容
の
分
析
を
行
い
、
本
巻
冊
を
一
四
層
の
編
聯
に
復
元
し
た
。
こ
の
内
容
は
秦
律
で
あ
る
。
簡
冊
の
編
聯
順
序
は﹇
田
律
﹈﹇
金
布
律
﹈﹇
尉
卒
律
﹈﹇
徭
律
﹈﹇
傅
律
﹈﹇
倉
律
﹈﹇
司
空
律
﹈﹇
内
史
襍
律
﹈﹇
奔
警
律
﹈﹇
戍
律
﹈﹇
行
書
律
﹈﹇
置
吏
律
﹈﹇
賊
律
﹈﹇
具
律
﹈﹇
獄
校
﹈
﹇
興
律
﹈﹇
襍
律
﹈﹇
関
律
﹈﹇
索
律
﹈
の
全
一
九
種
の
律
文
に
の
ぼ
る
。
第
三
組
一
〇
八
枚
。
簡
の
長
さ
は
二
七
・
五
セ
ン
チ
、
幅
の
報
告
は
な
い
。
上
下
に
編
縄
痕
が
あ
る
。
そ
の
中
の
三
枚
は
２
つ
の
簡
号
を
合
わ
せ
た
も
の
、
も
う
一
枚
は
３
つ
の
簡
号
の
残
片
を
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
空
白
簡
と
釈
読
で
き
な
い
簡
が
そ
れ
ぞ
れ
一
枚
あ
る
。「
内
史
郡
二
千
石
官
共
令
」「
廷
内
史
郡
二
千
石
官
共
令
」
や
「
内
史
戸
曹
令
」「
内
史
律
」
な
ど
の
語
が
見
え
る
こ
と
か
ら
、「
内
史
」
に
関
係
が
あ
る
内
容
と
考
え
ら
れ
る
。
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二.
字
形
の
特
徴
第
一
章
で
は
、
報
告
書
を
も
と
に
第
一
巻
〜
第
四
巻
ま
で
の
簡
牘
に
つ
い
て
﹇
質
日
﹈
か
ら
﹇
秦
令
雑
抄
﹈
の
七
種
に
分
類
さ
れ
た
も
の
を
解
説
し
た
。
そ
れ
ら
の
書
体
は
大
半
が
秦
隷
で
あ
る
が
、
そ
の
書
風
に
は
多
少
の
違
い
が
見
ら
れ
る
。
王
暁
光
氏
は
『
秦
簡
牘
書
法
研
究
』
中
で
、
ａ
〜
ｅ
の
五
つ
に
分
け
て
そ
の
風
格
に
言
及
し
て
い
る
（
註
１１
）
。
王
氏
の
見
解
を
交
え
な
が
ら
私
見
を
述
べ
て
み
た
い
。
﹇
１
﹈
質
日
形
制
上
、
大
き
く
二
種
に
分
類
で
き
る
。

秦
始
皇
二
七
年
と
三
四
年
の
記
事
標
題
は
「
□
七
年
質
日
」
と
あ
り
、
最
初
の
文
字
が
残
損
し
て
い
て
不
明
で
あ
る
が
、
干
支
そ
の
他
か
ら
推
し
て
「
廿
七
年
」
と
確
定
で
き
る
。
標
題
「
丗
四
年
質
日
」
の
「
年
」「
質
日
」
は
篆
法
を
用
い
た
謹
飭
な
字
体
で
書
か
れ
て
い
る
。
標
題
を
本
文
よ
り
や
や
謹
飭
な
ス
タ
イ
ル
で
書
く
例
は
前
漢
時
代
の
張
家
山
漢
簡
も
同
様
で
あ
る
（
註
１２
）
。
王
氏
は
、
こ
の
標
題
の
書
体
に
つ
い
て
、
唯
一
の
小
篆
に
よ
る
墨
書
で
秦
簡
中
に
は
極
め
て
少
な
い
規
範
性
の
高
い
篆
書
で
あ
る
と
指
摘
す
る
（
註
１３
）
。
本
文
の
干
支
の
書
体
は
い
わ
ゆ
る
秦
隷
で
、
そ
の
書
き
ぶ
り
は
方
形
的
要
素
が
強
く
、
方
折
体
に
分
類
で
き
る
。「
□
七
年
質
日
」
の
干
支
の
書
き
ぶ
り
と
比
べ
て
、
記
事
の
そ
れ
は
や
や
右
肩
下
が
り
の
も
の
が
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
別
手
で
あ
ろ
う
。「
丗
四
年
質
日
」
の
記
事
の
書
き
ぶ
り
は
や
や
小
振
り
で
、
か
つ
抑
揚
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
や
は
り
別
手
と
考
え
ら
れ
る
。
あ
ら
か
じ
め
全
体
の
干
支
を
書
き
込
ん
だ
簡
牘
を
作
成
し
て
お
き
、
こ
れ
を
実
際
に
使
用
す
る
段
階
で
初
め
て
必
要
に
応
じ
て
記
事
を
書
き
込
む
も
の
で
あ
る
か
ら
、
む
し
ろ
書
き
手
が
違
っ
て
当
然
で
あ
る
。

秦
始
皇
三
五
年
の
記
事
標
題
「
丗
五
年
質
日
」
の
字
体
は
、
前
出
の
標
題
「
□
七
年
質
日
」「
丗
四
年
質
日
」
と
異
な
り
、
す
べ
て
秦
隷
で
書
か
れ
て
い
る
。
本
文
の
書
体
も
秦
隷
で
、
そ
の
書
き
ぶ
り
も
同
様
に
方
折
体
で
あ
る
。
干
支
の
書
き
ぶ
り
は
三
者
と
も
一
貫
し
て
い
る
こ
と
か
ら
同
一
手
と
み
て
大
過
な
い
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、「
丗
五
年
質
日
」
の
記
事
の
書
き
ぶ
り
は
肉
厚
に
作
る
大
振
り
な
文
字
で
、「
□
七
年
質
日
」
や
「
丗
四
年
質
日
」
に
書
か
れ
た
記
事
の
筆
者
と
は
別
手
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
﹇
２
﹈
為
吏
治
官
及
黔
首
内
容
は
睡
虎
地
秦
簡
﹇
為
吏
之
道
﹈
に
類
似
す
る
も
の
で
「
役
人
と
し
て
の
心
得
」
を
記
し
て
い
る
。
書
体
は
秦
隷
。
書
き
ぶ
り
は
方
折
体
に
分
類
で
き
る
。
な
お
、
一
枚
の
簡
牘
に
三
段
な
い
し
四
段
に
分
け
て
書
写
し
て
い
る
が
、
最
後
尾
に
配
置
さ
れ
た
三
枚
の
簡
牘
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
上
か
ら
下
ま
で
簡
全
体
に
文
字
を
記
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
書
き
ぶ
り
も
前
段
の
も
の
と
同
一
手
で
あ
る
。
王
氏
は
、
前
述
の﹇
質
日
﹈
と
同
様
に
穏
や
か
で
端
正
な
筆
法
、
一
部
の
文
字
に
は
篆
意
が
濃
厚
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
（
註
１４
）
。
同
一
手
で
あ
り
な
が
ら
、
句
末
に
使
用
す
る
秦
特
有
の
「
」
字
と
「
也
」
字
の
二
種
を
併
用
し
て
い
る
。
た
だ
し
、「
也
」
を
九
回
使
用
し
て
い
る
こ
と
に
比
べ
て
、「
」
は
一
回
だ
け
の
使
用
で
あ
る
。
こ
れ
は
何
を
意
味
し
て
い
る
か
と
い
え
ば
、
こ
の
と
き
す
で
に
秦
で
は
「
」
字
に
替
え
て
、
簡
略
化
さ
れ
た
「
也
」
字
を
用
い
る
状
況
に
至
っ
て
い
た
が
、
以
前
か
ら
「
」
字
を
使
い
慣
れ
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官
吏
が
う
っ
か
り
書
い
た
も
の
で
は
な
い
か
と
推
測
で
き
る
。書
の
風
格
は
、
周
家
台
秦
簡
〈
日
書
〉〈
歴
譜
〉
や
里
耶
秦
牘
中
の
規
範
性
の
高
い
書
法
に
近
い
と
考
え
ら
れ
る
。
﹇
３
﹈
占
夢
書
字
体
は
秦
隷
に
違
い
は
な
い
も
の
の
、
縦
長
の
肢
体
が
多
く
、
と
り
わ
け
長
脚
に
作
る
。
も
っ
と
も
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
大
西
克
也
氏
が
「
嶽
麓
書
院
秦
簡
を
め
ぐ
っ
て
―
赤
外
線
ス
キ
ャ
ン
と
『
占
夢
書
』
―
」
で
、
す
で
に
指
摘
す
る
よ
う
に
「『
占
夢
書
』
の
特
異
性
」
で
あ
る
（
註
１５
）
。
大
西
氏
の
論
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
そ
の
特
異
性
を
検
討
し
て
み
た
い
。
「
為
」（
図
１
）
の
図
版
を
比
較
し
て
見
よ
う
。
占
夢
書
「
」
は
一
八
例
中
、
一
四
例
見
ら
れ
る
。「
」
は
三
例
で
、
残
り
の
一
例
は
残
損
し
て
判
断
が
つ
か
な
い
。
大
西
氏
は
こ
の
奇
妙
な
字
形
に
対
し
て
「『
占
夢
書
』
と
い
う
テ
キ
ス
ト
が
、
そ
の
地
域
性
に
お
い
て
大
き
な
問
題
を
孕
ん
で
い
る
こ
と
を
予
感
さ
せ
る
」と
い
い
、
さ
ら
に
「
秦
漢
の
文
字
も
多
様
で
あ
っ
て
、
戦
国
時
代
の
地
方
的
な
字
形
の
影
響
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
戦
国
時
期
の
六
国
の
文
字
に
は
、
楚
の
鄂
君
啓
節
や
郭
店
、
包
山
か
ら
出
土
し
た
楚
簡
に
「
」
字
が
見
え
る
が
、
大
西
氏
は
こ
れ
の
略
体
の
可
能
性
を
指
摘
す
る
。
そ
れ
に
し
て
も
占
夢
書
の
字
形
は
簡
略
化
が
は
な
は
だ
し
い
。
さ
ら
に
大
西
氏
は
句
末
に
使
用
す
る
秦
特
有
の
語
気
助
詞
「
」
に
対
し
て
「
也
」
の
使
用
（
図
２
）、
指
示
語
に
秦
系
の
「
其
」
と
六
国
系
の
「
」
を
併
用
（
図
３
）、「
吾
」
を
「
魚
」
で
標
記
し
て
い
る
こ
と
（
図
４
）、
こ
の
ほ
か
占
文
の
内
容
に
言
及
し
、「「
原
『
占
夢
書
』
は
、
広
大
な
中
国
の
様
々
な
地
域
に
伝
承
さ
れ
、
姿
を
変
え
つ
つ
使
わ
れ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。」と
結
ん
で
い
る
。
こ
の
指
摘
は
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
。
当
時
の
文
献
が
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
で
順
次
書
き
換
え
が
行
わ
れ
な
が
ら
伝
承
さ
れ
て
き
た
だ
け
で
な
く
、
原
書
に
忠
実
に
抄
写
す
る
場
合
と
書
き
手
が
普
段
使
用
し
て
い
る
文
字
を
使
う
場
合
と
が
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
な
お
、
表
２
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、「
不
」
字
を
六
画
で
書
い
た
り
、
五
画
で
書
い
た
り
し
て
い
る
。
ま
た
、
図
５
の
「
渡
江
河
」
の
よ
う
に
、
一
枚
の
簡
牘
中
に
さ
ん
ず
い
を
「
」
と
「
」
の
二
種
類
を
併
用
し
て
い
る
簡
が
あ
る
。
書
き
手
の
意
図
を
推
し
量
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
篆
書
体
の
「
」
と
そ
の
略
体
と
も
い
え
る
「
」
が
併
用
さ
れ
て
き
た
時
代
が
予
想
以
上
に
長
く
続
い
て
い
た
実
態
が
見
え
て
き
た
（
註
１６
）
。
﹇
４
﹈
数
書
体
は
秦
隷
。
書
き
ぶ
り
は
方
折
体
で
あ
る
。
全
部
で
二
三
六
枚
に
な
る
が
、
そ
の
書
き
ぶ
り
は
一
気
通
貫
し
て
お
り
、
書
き
手
は
一
人
と
み
て
よ
い
。
王
暁
光
氏
は
、
当
時
に
お
け
る
秦
隷
の
主
流
に
な
る
筆
法
か
、
あ
る
い
は
秦
隷
の
典
型
的
な
風
格
に
属
す
る
筆
法
で
あ
り
、
睡
虎
地
秦
簡
に
も
多
く
見
ら
れ
る
書
き
ぶ
り
で
あ
る
と
指
摘
す
る
（
註
１７
）
。
し
か
し
、「
之
」
の
書
き
ぶ
り
に
注
目
す
る
と
、
秦
隷
の
方
折
体
に
使
わ
れ
る
「
」
と
簡
略
化
が
進
ん
だ
「
」
と
の
二
種
が
見
ら
れ
る
。
﹇
５
﹈
為
獄
等
状
四
種
（
図
６
参
照
）
第
一
類
書
体
は
秦
隷
。
竹
簡
に
書
写
。
報
告
者
に
よ
れ
ば
、
字
体
の
書
写
風
格
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は
ほ
ぼ
一
致
、
字
形
は
多
く
縦
を
以
て
勢
を
取
っ
て
、
比
較
的
伸
び
の
あ
る
用
筆
、
一
人
の
手
で
書
か
れ
た
も
の
と
指
摘
す
る
。横
画
は
右
肩
上
が
り
を
基
調
と
す
る
が
、
長
い
横
画
は
「
上
」「
言
」
の
よ
う
に
、
や
や
湾
曲
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
字
形
に
し
な
や
か
さ
を
生
じ
さ
せ
て
い
る
。
均
一
的
な
太
さ
の
線
条
で
、「
欲
」「
故
」「
危
」
あ
る
い
は
「
與
」
な
ど
の
よ
う
に
長
脚
に
作
る
も
の
が
多
い
。
時
代
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
訴
訟
の
実
例
は
す
べ
て
秦
王
政
十
八
〜
二
十
五
年
に
属
し
て
い
る
。
こ
れ
は
全
国
を
統
一
す
る
前
に
あ
た
る
。
な
お
、
句
末
に
は
秦
特
有
の
語
気
助
詞
「
」
字
を
六
箇
所
す
べ
て
に
用
い
て
い
る
。
第
二
類
書
体
は
秦
隷
だ
が
、
そ
の
書
き
ぶ
り
は
、
第
一
類
と
大
い
に
異
な
り
、
字
形
は
「
與
」「
欲
」「
類
」
の
よ
う
に
方
正
で
用
筆
は
謹
飭
で
あ
る
。
横
画
は
水
平
を
基
調
と
し
て
、「
盗
」「
之
」「
盡
」
な
ど
の
よ
う
に
長
い
横
画
に
は
多
く
波
勢
が
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
運
筆
の
呼
吸
は
さ
ほ
ど
長
く
な
い
。
な
お
、
句
末
に
は
語
気
助
詞
「
」
字
を
十
一
箇
所
す
べ
て
に
用
い
て
い
る
。
第
三
類
書
体
は
秦
隷
。「
五
」「
主
」
の
よ
う
に
運
筆
は
や
や
粗
く
、
字
形
は
長
短
不
揃
い
で
あ
る
が
、「
視
」「
将
」
な
ど
の
よ
う
に
長
脚
に
作
る
も
の
は
、
飄
々
と
し
た
造
形
を
醸
し
出
し
て
い
る
。
報
告
者
に
よ
れ
ば
、
書
写
年
代
は
秦
王
政
二
十
二
年
に
な
る
が
、
文
書
の
格
式
は
比
較
的
古
い
形
式
を
保
持
し
て
い
る
と
い
う
。「
占
夢
書
」
の
用
筆
に
類
似
し
て
い
る
点
が
見
ら
れ
る
。
や
は
り
一
箇
所
の
句
末
に
「
」
字
を
用
い
て
い
る
。
第
四
類
書
体
は
秦
隷
の
範
疇
に
あ
る
も
の
の
、
そ
の
字
体
の
根
底
は
篆
意
が
色
濃
く
残
っ
て
お
り
、
他
の
三
類
と
は
異
な
る
。
報
告
者
に
よ
れ
ば
、
字
形
は
縦
の
勢
を
残
し
て
お
り
、
一
筆
中
に
多
く
軽
重
の
変
化
が
見
ら
れ
、
起
筆
と
収
筆
が
細
く
、
中
間
部
が
太
い
と
い
う
。
横
画
の
線
条
は
硬
質
で
方
折
が
ベ
ー
ス
に
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
と
き
お
り
左
右
へ
長
く
払
い
出
す
筆
画
は
紡
錘
形
を
な
し
て
い
る
。
用
筆
は
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
緩
慢
で
少
し
く
鈍
重
で
あ
る
。
第
五
類
残
簡
七
枚
、
二
八
字
ほ
ど
し
か
読
み
得
な
い
し
、
そ
れ
も
か
な
り
欠
損
し
て
い
る
た
め
、
こ
こ
で
は
省
略
す
る
。
以
上
、﹇
為
獄
等
状
四
種
﹈五
類
の
書
写
年
代
を
ま
と
め
れ
ば
、
語
気
助
詞
に「
」
字
が
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
れ
ら
の
簡
（
秦
王
政
十
八
〜
二
十
五
年
）
は
、「
也
」
字
が
使
わ
れ
て
い
る
﹇
為
吏
治
官
及
黔
首
﹈
に
比
べ
て
、
よ
り
古
い
年
代
の
書
写
で
あ
る
と
い
え
る
。
﹇
６
﹈
秦
律
令
（
秦
律
雑
抄
・
秦
令
雑
抄
）（
図
７
参
照
）
第
一
組
書
体
は
秦
隷
。
硬
質
な
線
条
の
も
の
と
、
太
細
の
変
化
を
見
せ
る
も
の
、
あ
る
い
は
字
間
を
た
っ
ぷ
り
と
っ
て
伸
び
の
あ
る
も
の
な
ど
、
種
々
な
書
き
ぶ
り
が
見
ら
れ
る
。
例
を
挙
げ
れ
ば
、「
者
」
は
太
め
の
方
折
体
、「
学
」
は
伸
び
の
あ
る
長
脚
体
に
作
っ
て
い
る
。
よ
っ
て
複
数
の
手
が
交
じ
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
第
二
組
書
体
は
秦
隷
。「
官
」「
欲
」
な
ど
の
よ
う
に
、
や
や
細
め
の
線
条
で
筆
画
は
シ
ャ
ー
プ
な
も
の
、
比
較
的
方
正
な
字
形
で
画
一
的
な
線
条
に
作
る
も
の
な
ど
が
あ
る
。
や
は
り
複
数
の
手
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
第
三
組
書
体
は
秦
隷
。
字
形
は
扁
平
、
線
条
は
重
く
強
い
。
方
折
体
で
書
か
れ
た
「
室
」「
徒
」
字
の
よ
う
に
、
睡
虎
地
秦
簡
に
も
同
様
な
書
き
ぶ
り
の
も
の
が
見
ら
れ
る
。
報
告
者
は
と
く
に
留
意
す
べ
き
こ
と
と
し
て
「
一
枚
の
簡
牘
中
に
書
き
手
が
違
う
現
象
や
同
一
の
律
令
中
に
違
っ
た
書
体
が
併
存
し
て
い
る
現
象
が
見
ら
れ
嶽麓書院蔵秦簡の形式とその書風
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る
」
と
指
摘
し
「
と
き
ど
き
出
現
す
る
理
解
し
が
た
い
状
況
」
と
述
べ
て
い
る
。
整
理
者
の
指
摘
は
、
第
三
組
の
解
説
中
に
記
し
て
い
る
が
、
第
一
組
・
第
二
組
に
も
同
様
な
こ
と
が
い
え
る
。
し
か
し
、
こ
の
現
象
が
起
き
る
理
由
は
、
現
段
階
で
は
説
明
で
き
な
い
。
後
考
に
俟
つ
。
三.
墓
主
人
の
実
像
と
使
用
文
字
考
古
学
的
発
掘
に
よ
ら
な
い
簡
牘
を
ど
の
よ
う
に
扱
う
か
、
そ
の
扱
い
方
の
難
し
さ
は
上
海
博
物
館
が
購
入
し
た
戦
国
簡
に
よ
っ
て
、
多
く
の
研
究
者
が
経
験
し
て
い
る
。た
ま
た
ま
嶽
麓
書
院
が
香
港
で
購
入
し
た
時
期
は
二
〇
〇
七
年
十
二
月
で
あ
る
。
そ
の
直
後
に
あ
た
る
二
〇
〇
八
年
七
月
、
清
華
大
学
の
校
友
が
清
華
大
学
に
寄
贈
し
た
戦
国
簡
、
さ
ら
に
二
〇
〇
九
年
、
北
京
大
学
の
校
友
が
北
京
大
学
に
寄
贈
し
た
秦
簡
及
び
前
漢
簡
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
香
港
か
ら
購
得
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
上
述
し
た
簡
牘
の
状
態
か
ら
み
て
、
お
そ
ら
く
湖
南
省
・
湖
北
省
地
域
の
墓
葬
か
ら
盗
掘
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
嶽
麓
書
院
蔵
秦
簡
の
場
合
は
購
入
時
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
よ
っ
て
大
小
八
個
の
塊
に
梱
包
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
文
字
の
内
容
、
字
体
、
書
風
を
考
察
し
た
結
果
か
ら
言
え
ば
、
確
固
た
る
証
拠
は
な
い
も
の
の
、
こ
の
簡
牘
は
一
つ
の
墓
葬
か
ら
出
土
し
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
簡
牘
の
内
容
が
、﹇
質
日
﹈﹇
数
﹈﹇
秦
律
令
﹈
と
い
う
面
か
ら
見
れ
ば
、
張
家
山
出
土
簡
の
内
容
に
極
め
て
類
似
し
て
い
る
。
ま
た
、
﹇
為
吏
治
官
及
黔
首
﹈
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
睡
虎
地
秦
墓
の
墓
主
人
と
同
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様
に
司
法
と
関
係
が
あ
る
職
務
に
従
事
し
て
い
た
人
物
で
、
占
夢
に
関
心
の
あ
る
官
吏
だ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
一
つ
の
墓
葬
か
ら
出
土
し
た
と
み
る
点
に
関
し
て
は
、
湯
浅
邦
弘
氏
は
そ
の
可
能
性
を
認
め
な
が
ら
、
な
お
慎
重
な
態
度
を
と
っ
て
い
る
（
註
１８
）
。
字
体
は
す
べ
て
方
折
体
を
基
調
に
お
く
秦
隷
で
あ
り
、
そ
の
字
体
に
大
き
な
違
い
は
感
じ
ら
れ
な
い
も
の
の
、「
不
」「
之
」「
為
」「
言
」「
」
な
ど
一
部
の
書
き
ぶ
り
に
は
簡
略
化
に
よ
る
画
数
の
増
減
が
見
ら
れ
る
（
表
２
）。
大
き
な
相
違
は
、﹇
占
夢
書
﹈
と
﹇
数
﹈
に
お
い
て
使
用
さ
れ
て
い
る
語
気
助
詞
で
あ
る
。
当
該
簡
の
司
法
文
書
や
秦
律
令
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
秦
で
は
一
般
に
「
也
」
に
相
当
す
る
語
と
し
て
「
」
が
使
わ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
占
夢
書
と
数
に
お
い
て
は
「
」
で
は
な
く
「
也
」
を
使
用
し
て
い
る
。
ま
た
、﹇
為
吏
治
官
及
黔
首
﹈
は
こ
の
二
種
を
併
用
し
て
い
る
。「
也
」
を
使
用
す
る
理
由
に
つ
い
て
は
大
西
克
也
氏
が
す
で
に
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、「
秦
国
が
六
国
系
の
文
字
を
受
容
し
た
」結
果
だ
と
考
え
ら
れ
、「
遅
く
と
も
二
世
元
年
（
前
二
〇
九
）
に
は
「
」
を
棄
て
「
也
」
を
使
う
よ
う
に
な
っ
て
い
た
」
の
で
あ
る
（
註
１９
）
。
以
上
、
書
体
書
風
に
つ
い
て
総
合
す
れ
ば
、
当
時
通
行
し
て
い
た
書
体
（
秦
隷
）
を
用
い
て
お
り
、
文
字
の
書
き
ぶ
り
に
個
性
や
習
慣
の
違
い
が
あ
っ
て
多
少
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、﹇
占
夢
書
﹈
以
外
は
睡
虎
地
秦
簡
や
里
耶
秦
簡
の
書
き
ぶ
り
と
同
質
の
書
き
ぶ
り
で
あ
る
と
い
え
る
。
ま
と
め
こ
こ
ま
で
嶽
麓
書
院
所
蔵
秦
簡
の
文
字
の
特
徴
を
考
察
し
て
き
た
。
香
港
古
玩
市
場
で
購
入
し
た
も
の
、
つ
ま
り
考
古
学
的
発
掘
を
経
て
い
な
い
た
め
、
そ
の
真
偽
を
含
め
て
慎
重
に
扱
う
必
要
が
あ
る
。
こ
う
し
た
い
わ
ゆ
る
「
非
発
掘
簡
」
の
扱
い
方
に
つ
い
て
、
大
西
氏
は
「
個
々
の
研
究
者
は
各
自
の
責
任
に
お
い
て
資
料
と
向
き
合
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
（
註
２０
）
。
嶽
麓
書
院
蔵
秦
簡
の
書
き
ぶ
り
を
比
較
し
て
見
る
と
、
方
折
体
を
中
心
に
し
な
が
ら
も
、
長
脚
に
作
る
も
の
や
横
画
を
か
な
り
湾
曲
さ
せ
る
も
の
、
払
い
出
し
を
紡
錘
形
に
作
る
も
の
、
横
画
に
波
勢
を
持
た
せ
る
も
の
な
ど
、
か
な
り
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
る
。
こ
う
し
た
現
象
は
、
睡
虎
地
秦
簡
や
里
耶
秦
牘
に
も
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
け
っ
し
て
嶽
麓
書
院
蔵
秦
簡
だ
け
の
特
異
性
で
は
な
い
（
註
２１
）
。
複
数
の
書
き
手
が
存
在
し
、
書
き
手
の
個
性
や
書
写
習
慣
に
よ
っ
て
書
き
ぶ
り
に
違
い
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
こ
こ
で
も
改
め
て
確
認
さ
れ
た
。
つ
い
で
使
用
さ
れ
て
い
る
文
字
に
注
目
す
れ
ば
、
例
え
ば
語
気
助
詞
「
」「
也
」
の
使
用
の
有
無
に
よ
っ
て
、
お
お
よ
そ
の
書
写
年
代
を
推
定
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。ま
た
大
西
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
「
占
夢
書
」
の
書
体
は
秦
隷
だ
が
、
戦
国
秦
の
領
域
で
作
ら
れ
た
資
料
で
は
な
く
、
旧
六
国
系
の
地
域
の
痕
跡
を
有
し
て
い
る
こ
と
も
分
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
権
力
者
が
人
々
の
文
字
習
慣
に
対
し
て
何
ら
か
の
制
約
を
加
え
た
と
し
て
も
、
規
制
を
超
え
た
と
こ
ろ
に
伝
播
の
実
態
が
あ
り
、
そ
の
痕
跡
ま
で
を
も
拭
い
去
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
二
〇
一
九
年
夏
、
嶽
麓
書
院
の
敷
地
内
に
あ
る
中
国
書
院
博
物
館
を
訪
れ
、
収
蔵
の
簡
牘
を
実
見
し
た
。『
嶽
麓
書
院
蔵
秦
簡
』の
カ
ラ
ー
図
版
と
比
較
し
て
み
る
と
、
原
簡
の
色
合
い
は
カ
ラ
ー
図
版
に
比
べ
て
か
な
り
淡
い
乳
白
色
で
あ
る
だ
け
で
な
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く
、
原
簡
の
方
が
一
回
り
小
振
り
で
文
字
自
体
も
い
く
ら
か
細
身
に
感
じ
ら
れ
た
。
そ
の
理
由
は
、
図
版
は
脱
水
処
理
前
に
撮
影
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
手
に
し
た
原
簡
は
乾
燥
を
経
て
一
回
り
細
く
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
、
原
簡
を
実
見
せ
ず
に
図
版
だ
け
を
見
て
も
、
お
そ
ら
く
文
字
が
内
包
し
て
い
る
深
み
を
感
じ
取
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。原
簡
を
実
見
す
る
こ
と
の
重
要
さ
を
改
め
て
述
べ
て
お
き
た
い
。
最
後
に
な
っ
た
が
、
本
稿
は
令
和
元
年
度
の
跡
見
学
園
後
援
会
外
国
出
張
助
成
費
給
付
を
受
け
て
研
究
調
査
し
た
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
こ
こ
に
記
し
て
関
係
各
位
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。
（
二
〇
一
九
年
十
二
月
稿
）
註１
編
号
は
、
も
と
も
と
長
短
さ
ま
ざ
ま
な
状
態
で
破
砕
し
て
い
た
簡
を
照
合
す
る
目
的
で
付
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
簡
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
る
と
一
枚
の
完
全
な
簡
に
な
る
場
合
も
あ
る
た
め
、
簡
の
枚
数
は
編
号
よ
り
少
な
い
数
値
に
な
る
。
２
材
質
検
査
は
、
考
古
学
的
発
掘
で
得
た
簡
牘
の
サ
ン
プ
ル
を
準
備
し
て
素
材
の
年
代
測
定
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。
電
子
顕
微
鏡
（
竹
の
表
面
の
状
態
を
観
察
）、
電
子
分
光
分
析
（
竹
に
含
ま
れ
る
特
有
の
元
素
の
量
を
測
定
）、
赤
外
線
解
析
（
竹
を
分
解
し
て
得
ら
れ
た
糖
類
の
数
値
）、
ｘ
線
回
折
（
竹
の
繊
維
に
み
ら
れ
る
結
晶
度
の
測
定
）、
熱
分
析
（
竹
の
温
度
差
の
測
定
）
の
五
種
類
の
機
器
を
用
い
て
測
定
し
た
。
３
『
文
物
』
二
〇
〇
九
―
三
に
は
陳
松
長
「
嶽
麓
書
院
所
蔵
秦
簡
綜
述
」
を
掲
載
す
る
。
上
海
辞
書
出
版
社
よ
り
、
朱
漢
民
・
陳
松
長
主
編
『
嶽
麓
書
院
蔵
秦
簡
』（
壱
）（
二
〇
一
〇
年
十
二
月
）
〜
（
伍
）（
二
〇
一
七
年
十
二
月
）
の
計
五
冊
、
及
び
陳
松
長
・
李
洪
財
・
劉
欣
欣
等
編
『
嶽
麓
書
院
蔵
秦
簡
壱
―
参
文
字
編
』（
二
〇
一
七
年
六
月
）
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。
４
睡
虎
地
秦
簡
と
は
、
一
九
七
五
年
湖
北
省
雲
夢
県
睡
虎
地
の
秦
墓
（
一
一
号
墓
）
か
ら
出
土
し
た
一
一
五
五
枚
の
竹
簡
を
い
う
。
里
耶
秦
簡
と
は
、
湖
南
省
龍
山
県
里
耶
鎮
戦
国
古
城
の
第
一
号
井
戸
か
ら
出
土
し
た
約
三
七
〇
〇
〇
枚
の
簡
牘
を
い
う
。
ど
ち
ら
も
秦
隷
特
有
の
方
折
体
を
主
体
と
し
て
書
か
れ
て
い
る
が
、
そ
の
書
き
ぶ
り
に
は
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
る
。
里
耶
秦
簡
な
ど
は
方
折
体
の
ほ
か
、
奔
放
な
も
の
や
飄
逸
な
も
の
、
あ
る
い
は
右
肩
下
が
り
の
も
の
、
波
勢
を
有
す
る
も
の
な
ど
、
多
種
多
様
で
あ
る
。
５
一
枚
の
簡
に
記
録
で
き
る
文
字
数
に
は
限
度
が
あ
る
た
め
、
長
文
を
記
録
す
る
場
合
、
簡
と
簡
と
を
紐
で
編
ん
で
冊
に
仕
立
て
た
。
こ
れ
を
編
縄
ま
た
は
編
綴
と
い
う
。
６
陳
松
長
氏
は
『
文
物
』
二
〇
〇
九
―
三
で
、
は
じ
め
「
日
記
」
の
類
の
内
容
と
み
て
〈
日
志
〉
と
命
名
し
た
。
の
ち
背
面
の
標
題
に
よ
っ
て
〈
質
日
〉
と
改
め
た
。
７
周
家
台
秦
簡
は
、
湖
北
省
荊
州
市
沙
市
区
の
周
家
台
三
〇
号
墓
か
ら
出
土
し
た
簡
牘
。
そ
の
〈
歴
日
〉
は
、
秦
始
皇
三
十
四
年
（
前
二
一
三
）、
三
十
六
年
（
前
二
一
一
）、
三
十
七
年
（
前
二
一
〇
）
の
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
も
分
欄
さ
れ
て
い
る
。
８
陳
偉
主
編
『
放
馬
灘
秦
簡
及
岳
麓
秦
簡
《
夢
書
》
研
究
』（
武
漢
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
七
年
）
は
、
二
〇
一
〇
年
一
二
月
に
出
版
さ
れ
た
『
嶽
麓
書
院
蔵
秦
簡
﹇
壱
﹈』
中
で
編
名
を
「
占
夢
書
」
と
し
て
い
た
こ
と
に
対
し
て
、
疑
義
を
提
出
し
て
い
る
。
著
者
は
赤
外
線
写
真
に
よ
る
№
四
四
号
簡
の
背
面
上
に
「
夢
書
」
二
字
の
残
文
を
発
見
し
た
。「
夢
書
」
二
字
の
上
に
「
占
」
字
を
書
く
だ
け
の
ス
ペ
ー
ス
が
な
い
こ
と
か
ら
、
や
は
り
標
題
は
「
夢
書
」
二
字
で
あ
る
べ
き
だ
と
主
張
し
て
い
る
。
説
得
力
の
あ
る
指
摘
で
あ
る
が
、
本
論
考
で
は
『
嶽
麓
書
院
蔵
秦
簡
』
の
記
述
に
基
づ
い
て
そ
の
ま
ま
「
占
夢
書
」
の
名
称
を
使
う
。
９
張
家
山
前
漢
簡
（
前
漢
・
前
一
八
六
年
以
後
）
は
湖
北
省
江
陵
張
家
山
前
漢
墓
か
ら
出
土
し
た
一
二
三
六
枚
の
竹
簡
。
そ
の
内
容
は
〈
二
年
律
令
〉〈
奏
書
〉〈
算
数
書
〉
な
ど
八
種
を
数
え
る
。〈
算
数
書
〉
は
、
算
術
と
幾
何
の
二
つ
を
基
礎
と
し
た
数
学
の
問
題
と
解
答
集
で
あ
る
。
１０
張
家
山
前
漢
簡
の
〈
奏
書
〉
と
比
較
す
る
と
、
こ
の
二
つ
の
間
に
一
定
の
継
承
関
係
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が
あ
る
こ
と
が
窺
え
る
。
つ
ま
り
、
よ
り
古
い
当
該
簡
は
、〈
張
家
山
前
漢
簡
〉
の
原
型
と
考
え
ら
れ
る
。
１１
王
暁
光
『
秦
簡
牘
書
法
研
究
』（
栄
寶
齋
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
）
中
の
「
嶽
麓
書
院
秦
簡
書
法
初
探
」
で
そ
れ
ぞ
れ
の
簡
牘
の
風
格
に
言
及
し
て
い
る
。
１２
張
家
山
前
漢
簡
の
標
題
に
は
、﹇
賊
律
﹈﹇
告
律
﹈﹇
金
布
律
﹈
な
ど
、
よ
く
分
か
る
例
が
あ
る
。
１３
前
出
註
１１
に
同
じ
。
１４
前
出
註
１１
に
同
じ
。
１５
大
西
克
也
「
嶽
麓
書
院
秦
簡
を
め
ぐ
っ
て
―
赤
外
線
ス
キ
ャ
ン
と
『
占
夢
書
』
―
」（『
書
法
漢
学
研
究
』
第
一
五
号
所
収
、
二
〇
一
四
年
）
１６
「
」
の
書
き
方
は
青
川
木
牘
（
戦
国
秦
晩
期
）
に
す
で
に
見
え
て
い
る
。
張
家
山
前
漢
簡
に
も
同
じ
一
枚
の
簡
牘
に
併
用
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
長
い
期
間
に
わ
た
っ
て
併
用
さ
れ
て
い
た
。
１７
前
出
註
１１
に
同
じ
。
１８
湯
浅
邦
弘
『
竹
簡
学
中
国
古
代
思
想
の
探
求
』（
大
阪
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
四
年
）
所
収
「
第
三
部
新
出
秦
簡
・
漢
簡
に
見
る
思
想
史
」
で
、
湯
浅
氏
は
「
嶽
麓
秦
簡
は
、
そ
の
出
土
地
が
明
確
で
は
な
く
、
所
収
文
献
す
べ
て
が
同
一
墓
か
ら
の
出
土
資
料
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
。」
と
前
置
き
し
な
が
ら
も
、「
仮
に
同
一
墓
か
ら
の
出
土
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
こ
に
一
定
の
共
通
点
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。」
と
述
べ
て
い
る
。
１９
大
西
克
也
「
戦
国
時
代
の
文
字
と
言
葉
―
秦
・
楚
の
違
い
を
中
心
に
―
」（『
長
江
流
域
と
巴
蜀
、
楚
の
地
域
文
化
』
所
収
、
長
江
流
域
文
化
研
究
所
編
、
二
〇
〇
六
年
）
２０
大
西
克
也
「
非
発
掘
簡
」
を
扱
う
た
め
に
」（
谷
中
信
一
編
『
中
国
出
土
資
料
の
多
角
的
研
究
』
所
収
、
二
〇
一
八
年
、
汲
古
書
院
）
２１
拙
稿
「
統
一
秦
に
お
け
る
簡
牘
文
字
の
実
相
―
湖
南
省
龍
山
県
里
耶
出
土
の
木
牘
を
中
心
と
し
て
―
」（『
書
学
書
道
史
研
究
』
第
十
四
号
所
収
。
書
学
書
道
史
学
会
、
二
〇
〇
四
年
）
に
大
き
く
分
け
て
六
種
の
書
き
ぶ
り
が
存
在
す
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
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